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(1) 

数学的帰納法で示す。 3,2,1p のとき成立。 

mp≦ のとき、 1p 次多項式 )(xS p によって、 
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1k から nk  まで①の両辺の和をとると 
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したがって、 1 mp のとき、 2m 次多項式 )(1 xSm によって、 
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以上により示された。(証明終) 

 

(2) 

与式が恒等式であるとき、 xに任意の正整数を代入しても成立するので、 2≧n のとき 
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122   iqqiq Ca であるから、 iqj  とすると 

 jqi   121)(212  qjjqqiq  122  qjqj Ca  

ただし、 012 ≧ qj であり 12 qj≧  
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j であれば 0 ja  

以上により 
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を超えない最大の整数。 



(3) 

与式が恒等式であるとき、 xに任意の正整数を代入しても成立するので、 2≧n のとき 
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ここで、 
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111   rnrnrn CCC より、 rnrnrn CCC 111   であるから 
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また、 
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これより、③の右辺を整理すると 
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一方、③の左辺 2
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したがって、 qc 2 が必要十分であるので、 
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ここで、 
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12)122(2   iqqiq Ciqb であるから、 iqj  とすると 
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ただし、 012 ≧ qj であり 12 qj≧  
2

1


q
j≧  

2

1


q
j であれば 0 jb  

 

以上により 
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題意は 3p において成立。 

 

①において 3q とすると 
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題意は 5p において成立。 

 

4q とすると 
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題意は 7p において成立。 

 

以下、順次①を用いて、 ),(11)(),(9)( 101189 xSxS
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 が帰納的に示される。 

したがって題意は示された。(証明終) 


